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令和５年度第４回十和田市農業委員会総会 

 

 

１．場     所    十和田市役所別館５階会議室 

 

 

２．開 会 日 時    令和５年７月１４日（金） 午後２時８分 

 

 

３．閉 会 日 時    令和５年７月１４日（金） 午後２時５３分 

 

 

４．出席農業委員（１８名） 

 

１番  米 田 拓 実 君    ２番  中 野 雄一郎 君 

３番  芋 田 一 弘 君    ４番  立 崎 和 寿 君 

５番  山 田 利 昭 君    ６番  小笠原 秋 彦 君 

７番  稲 田 優 憲 君    ８番  柿 本 広 一 君 

９番  奥 山   博 君   １０番  小 田 正 喜 君 

１１番  外 山 康 仁 君   １２番  小笠原 和 男 君 

１３番  箕 輪 展 忠 君   １４番  竹 浦 寿 広 君 

１５番  野 崎 さち子 君   １７番  力 石 堅太郎 君 

１８番  山 崎 誠 一 君   １９番  杉 山 秀 明 君 

 

 

５．欠席農業委員（０名) 

 

 

６．出席農地利用最適化推進委員（１４名） 

 

  旧十和田湖町地区 白 山 雄治郎 君  旧十和田湖町地区 中屋敷 鉃 男 君 

  三本木地区 関 川   明 君  三本木地区 山 端 敏 行 君 

四 和 地 区 工 藤 優美子 君  深 持 地 区 沢 目 勝 弘 君 

切 田 地 区 若 沢 弘 幸 君  切 田 地 区 中川原 彰 造 君 

大深内地区 斗 沢 信 一 君  大深内地区 大 平 靖四郎 君 

  伝法寺地区 工 藤 美江子 君  東 部 地 区 山 端 至 誠 君 

  藤 坂 地 区 松 田 賢 志 君  六日町地区 竹ケ原 竹 夫 君 
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７．会議に付した案件 

   

報告第１８号 農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

報告第１９号 農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 

報告第２０号 農地の転用事実に関する照会について 

議案第１６号 農地法第３条第１項の規定に基づく許可について 

議案第１７号 公売買受適格者の証明について  

議案第１８号 十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請について 

議案第１９号 十和田市農用地利用集積計画の決定について 

議案第２０号 農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

議案第２１号 十和田市「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」の一部改 

正に係る意見について 

  議案第３７号 十和田市農地利用最適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の一部 

を改正する規程の制定について 

 

 

８．議事録署名委員 

 

４番  立 崎 和 寿 君    ６番  小笠原 秋 彦 君 

 

 

９．会議事件の説明及び職務のため出席した職員 

 

  事 務 局 長  櫻 田 修一郎    事 務 局 次 長  安 本 宗 徳 

  事務局農地係長  村 中 健 大    事務局振興係長  苫米地   慶 

事 務 局 主 査  東  浩 治    事 務 局 主 査  佐々木 徳 幸    

事 務 局 主 事  佐 藤 菜 奈    農林畜産課係長  鎌 田 淳 良 

  農林畜産課主事  田 嶋 裕 紀    農林畜産課主事  沼 田 郁 実 

 

10．書    記 

 

  事 務 局 主 事  佐 藤 菜 奈 
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開会 午後２時８分 

 

議  長（杉山秀明君）出席委員は、定足数に達しておりますので、総会は成立いたしま 

した。ただいまより、令和５年７月６日に告示招集いたしました、令和５年度第 

４回十和田市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議  長（杉山秀明君）これより本日の会議を開きます。はじめに、議事録署名委員の指

名を行います。お諮りいたします。議事録署名委員は議長において指名すること

にご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認め、議長より指名いたします。４番 立崎 和寿 

委員、６番 小笠原 秋彦 委員を指名いたします。 

 

議  長（杉山秀明君）会議書記には、佐藤 菜奈 君を、参与には事務局長以下各職員

を任命いたします。 

 

議  長（杉山秀明君）次に会期の決定を行います。お諮りいたします。総会の会期は本

日１日限りとしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認め、総会の会期は本日１日限りと決定いたしまし

た。 

 

議  長（杉山秀明君）次に報告第１８号について事務局から報告をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）１ページをお願いします。報告第１８号、農地法第１８条第６項 

の規定による通知書の受理について。農地法施行規則第６８条第１項の規定によ 

り、別紙のとおり合意による解約等に係る通知書を受理したので報告する件です。 

２ページです。農地中間管理事業によるものが、合計１件２筆３，９７１平方メ 

ートルです。出し手と機構の解約によるものです。解約後は農地として管理予定 

です。今回、協力金の返還はありません。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）報告について、ご意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。よって報告第１８号を報告済みといたします。 
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議  長（杉山秀明君）次に報告第１９号について事務局から報告をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）３ページをお願いいたします。報告第１９号、農地法第３条の

３の規定による届出書の受理について。農地法施行規則第２１条の規定により、

別紙のとおり相続等による権利取得の届出書を受理したので報告する件です。

内容は４ページから７ページです。今回は、合計８件７６筆１８４，５９６平

方メートルです。すべて相続による所有権の取得です。取得後の内容は、自ら

耕作、農地として管理、貸借中などどなっております。今回あっせんの希望は

ありません。なお、宅地など農地以外の用途になっているものについては、今

後地目変更の指導をしていきたいと思います。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）報告について、ご意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。よって報告第１９号を報告済みといたします。 

 

議  長（杉山秀明君）次に報告第２０号について事務局から報告をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）８ページをお願いいたします。報告第２０号、農地の転用事実に 

    関する照会について。青森地方法務局十和田支局から別紙土地の現況について照 

    会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので報告する 

    件です。９ページです。今回の照会は３件６筆１，８５８．８７平方メートルで、 

現地調査は令和５年７月６日に実施し、法務局への回答は令和５年７月７日に行 

っております。１０番は、淵沢集会所から南東に約８０メートルの地点です。照 

会地は長年資材置場になっており、税務課税台帳上も現況雑種地であることから、 

非農地と判断しております。１１番は、ユニバース十和田東店から東に約３００ 

メートルの地点です。照会地は長年駐車場となっていて、農地としての利用は困 

難であり、税務課税台帳上も現況宅地であることから、非農地と判断しておりま 

す。１２番は、南小学校から西に約５００メートルの地点です。照会地は、昭和 

４９年建築の住宅の敷地になっており、２０年以上宅地の状態で課税台帳上も現 

況宅地であることから、非農地と判断しております。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）報告について、ご意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。よって報告第２０号を報告済みといたします。 
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議  長（杉山秀明君）ここからは、議案に入ります。今月担当いたしました調査班の調

査員は、小田班長、米田委員、柿本委員の３名です。令和５年７月６日に現地調

査及び市役所別館４階会議室１にて聴取調査を行っております。 

 

議  長（杉山秀明君）ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時１４分 

 

（        委員 退席 ） 

 

再開 午後２時１４分 

 

議  長（杉山秀明君）休憩を解いて会議を再開します。 

 

議  長（杉山秀明君）次に議案第１６号を上程いたします。事務局から提案理由の説明

をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）１０ページをお願いいたします。議案第１６号、農地法第３条第

１項の規定に基づく許可について。農地法施行令第１条の規定により、別紙のと

おり許可申請書の提出があったので審議を求める件です。内容は、１１ページか

ら１５ページまでです。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）許可申請に係る現地調査の結果について、報告願います。１０番  

小田 正喜 委員お願いいたします。 

 

報告委員（小田正喜君）農地法第３条の許可に関する報告をします。今回の申請は、所

有権の移転１１件、賃借権の設定１件、使用貸借による権利の設定１件、地上

権の設定１件の合計１４件です。所有権の移転は、１１ページ２８番から３３

番までが売買によるものです。１２ページ３４番、３５番及び３７番が知人へ

の贈与、３６番が子への贈与です。１３ページ３８番が親戚への贈与によるも

のです。賃借権及び使用貸借による権利の設定は、いずれも労力不足によるも

のです。地上権の設定は、相手方要望によるものです。今回の申請について、

現地確認、写真確認等を行い、農地法第３条第２項各号等に照らして審査した

結果、農地法第３条調査書のとおりすべての申請は、許可要件を満たしている

と認められます。報告は以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）小田委員、ご苦労様でした。 

 

議  長（杉山秀明君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 



 

- 6 - 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可

することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第１６号は許可することに

決定いたしました。 

 

議  長（杉山秀明君）ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時１７分 

 

（        委員 着席 ） 

 

再開 午後２時１７分 

 

議  長（杉山秀明君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（杉山秀明君）次に議案第１７号を上程いたします。事務局から提案理由の説

明をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）１６ページをお願いいたします。議案第１７号、公売買受適格

者の証明について。農地法第３条の適用を受ける土地について、別紙のとおり

農地等の買受適格証明願いの提出があったので審議を求める件です。なお、当

該適格者が最高価買受申出人等となり、農地法第３条第１項の規定に基づく許

可申請書を提出したときは、申請書の交付時と事情が異なる場合を除き許可す

るものとします。内容は１７ページです。こちらは、令和５年５月第２回総会

の報告第１３号で農地と報告済みのものです。入開札日は令和５年７月３１日、

売却決定日は令和５年８月１４日です。今回の願出人につきましては、お手元

の農地法第３条調査書に記載のとおり、許可要件を満たしていると認められま

す。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認

することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第１７号は承認することに

決定いたしました。 

 

議  長（杉山秀明君）次に議案第１８号を上程いたします。事務局から提案理由の説

明をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）１８ページをお願いいたします。議案第１８号、十和田市農用地

利用集積計画の作成に係る要請について。農業経営基盤強化促進法等の一部を改

正する法律（令和４年法律第５６号）第１条の規定による改正前の農業経営基盤

強化促進法第１５条第４項の規定により、十和田市長に対して別紙のとおり農用

地利用集積計画を定めるよう要請することの承認を求める件です。内容は１９ペ

ージから２０ページです。今回は、合計５件４３筆５７，６７１平方メートルで

す。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）農用地利用調整会議の結果について報告願います。はじめに、旧

十和田湖地区 白山 雄治郎 農地利用最適化推進委員お願いいたします。 

 

報告委員（白山雄治郎君）１１番の調整内容を報告します。６月１３日午前９時、農業委員

会会長室において農用地利用調整会議を行いました。本件は、出し手の労力不足

により売買するものです。調整の結果、売買価格等について双方が合意したため、

調整調書を作成し農業委員会へ提出しました。報告は以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）白山推進委員ご苦労様でした。 

 

議  長（杉山秀明君）次に、三本木地区 山端 敏行 農地利用最適化推進委員お願い

いたします。 

 

報告委員（山端敏行君）１２番及び１３番の調整内容を報告します。１２番６月１３日午

前１０時、１３番は同日午前１１時、農業委員会会長室において農用地利用調整

会議を行いました。本件は、出し手の労力不足により売買するものです。調整の

結果、売買価格等について双方が合意したため、調整調書を作成し農業委員会へ

提出いたしました。報告は以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）山端推進委員ご苦労様でした。 

 

議  長（杉山秀明君）次に、大深内地区 大平 靖四郎 農地利用最適化推進委員お願

いいたします。 
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報告委員（大平靖四郎君）１４番の調整内容を報告します。６月２８日午前９時、農業委員

会会長室において農用地利用調整会議を行いました。本件は、出し手の労力不足

により売買するものです。調整の結果、売買価格等について双方が合意したため、

調整調書を作成し農業委員会へ提出しました。報告は以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）大平推進委員ご苦労様でした。 

 

議  長（杉山秀明君）次に、藤坂地区 松田 賢志 農地利用最適化推進委員お願いい

たします。 

 

報告委員（松田賢志君）１５番の調整内容を報告します。６月２８日午前１０時、農業委

員会会長室において、農用地利用調整会議を行いました。本件は、出し手の労力

不足により売買するものです。調整の結果、売買価格等について双方が合意した

ため、調整調書を作成し農業委員会へ提出いたしました。報告は以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）松田推進委員ご苦労様でした。 

 

議  長（杉山秀明君）事務局から補足説明をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）ただいま、各委員のみなさまからご報告いただきました調整の結

果、十和田市農用地利用計画の作成を要請する各要件につきましては、お手元の

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項調査書のとおり、すべて適であると判断

いたしております。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり要請

することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第１８号は要請することに

決定いたしました。 

 

議  長（杉山秀明君）次に議案第１９号を上程いたします。事務局から提案理由の説

明をいたします。局長。 
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事務局長（櫻田修一郎君）２１ページをお願いいたします。議案第１９号、十和田市農用地 

利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律 

（令和４年法律第５６号）第１条の規定による改正前の農業経営基盤強化促進法 

第１８条第１項の規定に基づく農地中間管理機構に係る農用地利用集積計画の作 

成について、別紙のとおり十和田市長から依頼があったので、農業委員会の意見 

を求める件です。賃借権の設定については、２２ページから２６ページです。合 

計９件２５筆６０，０９４平方メートルです。４６番のみ再設定で、以外は新規 

となります。４２番から４４番、４８番が１０年、４５番、４６番、４９番、５ 

０番が５年、４７番が２０年となっています。次に、使用貸借に係るものは２７ 

ページから２９ページです。合計６件１７筆４４，７７１平方メートルです。１ 

３番と１５番が再設定で、他は新規の権利設定です。今回、協力金の対象となる 

ものはございません。以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第１９号は、承認することに

決定いたしました。 

 

議  長（杉山秀明君）次に議案第２０号を上程いたします。事務局から提案理由の説明 

をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）３０ページをお願いします。議案第２０号、農地法第５条第１項

の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第５条第３項の規定に

より、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、青森県知事に送付するため

の意見を求める件です。内容は、３１ページから３２ページです。今回は、合計

７件１６筆７，６５１．５４平方メートルです。事務局から、農地区分の判断な

どについてご説明いたします。７番の転用事由は、農地を賃借し店舗を建築する

ものです。非農地併用で、小規模開発行為の対象となります。場所は、コメリパ

ワー十和田店から北に約２００メートルの地点です。農地区分は、都市計画法の

用途地域内であるため、第３種農地に該当します。８番の転用事由は、農地を売

買で取得し宅地分譲地の造成を行うものです。場所は、南小学校から西に約５０

０メートルの地点です。小規模開発行為の対象となります。農地区分は、都市計

画法の用途地域内であるため、第３種農地に該当します。９番の転用事由は、農
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地を売買で取得し駐車場整備を行うものです。場所は、十和田工業高校から北に

約３００メートルの地点です。非農地併用です。申請地は、沿道に上下水道の２

管が埋設されており、かつ５００メートル以内に東小学校と十和田工業高校があ

るため、農地区分は第３種農地に該当します。１０番の転用事由は、農地を売買

で取得し宅地分譲地の造成を行うものです。農地区分は、都市計画法の用途地域

内であるため第３種農地に該当します。１１番の転用事由は、農地を売買で取得

し資材置場及び休憩所を整備するものです。場所は、まごころホール十和田から

北東に約３００メートルの地点です。農地区分は、その他の２種農地です。１２

番の転用事由は、農地を売買で取得し資材置場を整備するものです。場所は、ロ

ーソン十和田池ノ平店から北西に約５００メートルの地点です。農地区分は、そ

の他の２種農地です。１３番の転用事由は、営農型太陽光発電設備を設置するも

のです。３年間の一時転用で、畑の一角に太陽光パネルを設置するものです。こ

ちらは、議案第１６号の地上権設定の申請地と同じ土地です。場所は、農園カフ

ェ日々木から南へ約１００メートルの地点です。農地区分は、農用地区域内農地

ですが、一時転用のため不許可の例外に該当し、転用許可の見込みがあります。

以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）許可申請に係る現地調査及び聴取調査の結果について報告願い

ます。８番 柿本 広一 委員お願いいたします。 

 

報告委員（柿本広一君）農地法第５条の農地転用に関する報告をします。今回の申請は、

合計８件です。令和５年７月６日午前９時に調査員３名で現地調査を行い、午

後２時に市役所別館４階会議室１で聴取調査を行いましたが、問題はありませ

んでした。本件は、農地転用に係る立地基準及び一般基準の各要件等を満たし

ておりましたので、許可相当と認められます。報告は以上です。 

 

議  長（杉山秀明君）柿本委員ご苦労様でした。 

 

議  長（杉山秀明君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

議  長（杉山秀明君）９番。 

 

農業委員（奥 山 博 君）９番、奥山です。申請番号１３番に関しててございます。許可

を受けようとするその面積が、７，４１８平方メートルのうち０．１０平方メ

ートル。この用途は支柱用地ということでございますが、この面積的な要件か

らきまして０．１というのは従来あったものの隣地に対する許可ということで

ございますでしょうか。面積が０．１というのは支柱用地にしても大きい面積

ではないと。どういう使い方されるのかなと思います。 

 

農地係長（村中健大君）お答えいたします。０．１０平方メートルというのは、営農型
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太陽光発電設備の支柱部分の合計面積です。なお、今回のパネルは７，４１８

平方メートルのうちパネル面積的には６０．８７平方メートルという、ごく一

部の部分にパネルを設置するものです。それによって、それに伴う支柱面積も

かなり小さなものになっている案件となっています。 

 

農業委員（奥 山 博 君）了解です。 

 

議  長（杉山秀明君）その他にございませんか。１７番。 

 

農業委員（力石堅太郎君）１７番、力石です。今の１３番の件について、農地法第３条で

地上権の設定を２０年間、１３番のこれは一時転用でたぶん３年の許可かと思

っています。これは地上権の設定を２０年やっていったらもう、常に３年間何

もなく更新するという意味にも捉えられますが、それってどういう風に考えて

ましたか。 

 

農地係長（村中健大君）お答えいたします。あくまでも別の権利ですので、農地転用は

おっしゃったとおり３年間の一時転用です。なので、３年後改めて許可申請を

していただきます。ですので、その時点で許可要件を満たさないという場合は、

転用許可がおりないということもありえます。それはそれで転用の審査を３年

毎にやっていくということになります。一方地上権の方ですが、あくまでも区

分地上権といいまして、農地の上の部分、空中部分にパネル設置をする。それ

によって耕作者に対する権利制限を生じるということでの地上権の設定という

ことですので、２０年という設定になっていますけども、それをやることによ

って耕作者の権利を守るということで、全く別の趣旨の権利の設定だというこ

とですので、お互い年数が違うことになっていても支障は生じないものと考え

ております。 

 

農業委員（力石堅太郎君）わかりました。 

 

議  長（杉山秀明君）その他にございますか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可

相当とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第２０号は許可相当とする

ことに決定いたしました。 
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議  長（杉山秀明君）次に、議案第２１号を上程いたします。事務局から提案理由の

説明をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）３３ページをお願いします。議案第２１号、十和田市「農業経

営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」の一部改正に係る意見ついて。農

業経営基盤強化促進法施行規則第２条の規定により、別冊のとおり十和田市長

から依頼があったので意見を求める件です。議案別冊、Ａ４縦版の農業経営基

盤の強化の促進に関する基本的な構想とＡ４横版の新旧対照表を、お手元に配

布しております。この件に関して、農林畜産課から説明員の出席をしていただ

いておりますので、担当者から説明をいただきます。 

 

農林畜産課主事（沼田郁実君）十和田市役所農林畜産課 沼田 と申します。よろしくお願いい 

たします。農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の一部改正に関する

説明をさせていただきます。お手元にあるＡ４縦版の資料、農業経営基盤の強化

の促進に関する基本的な構想は、以降「縦版の基本的な構想」として呼ばせてい

ただきます。まず、今回の改正につきましては、農業経営基盤強化促進法が令和

５年４月１日付けで一部改正となったことによります。その一部改正に合致する

形で、十和田市の基本的な構想についても修正を行いました。９月頃に施行見込

みとなります。それでは具体的な変更点に移ります。まず、赤く色がついている

用紙をご覧ください。❶から❿の１０か所について、追加や変更、削除、新設が

ありました。今回は新設や削除の項目がありました、第３と第５の項目について

説明をさせていただきます。まず、縦版の基本的な構想にお戻りいただきまして、

１２ページをご覧ください。第３の項目は全て新設の項目で、農業を担う者の確

保及び育成に関する事項について記述しています。しかし、改正前は１７ページ

の第５ 農業経営基盤強化促進事業に関する事項の中に記載があった項目のため、

新しく追加されたというよりも、これまでも記載があった内容が独立した１つの

項目として制定されたという形なります。具体的には、十和田市における農業を

担う者の確保及び育成の考え方、十和田市が主体的に行う取組、関係機関との連

携・役割分担の考え方、就農等希望者のマッチング及び農業を担う者の確保及び

育成のための情報共有等について記述しております。続きまして１７ページにな

ります。第５ 農業経営基盤強化促進事業に関する事項をご覧ください。また、

横長の新旧対照表の６ページもご覧ください。この６ページから１７ページにか

けての項目は、利用権設定等促進事業が法改正により廃止となったことにより、

ほぼすべての項目が削除となりました。縦版の基本的な構想の、１７ページにお

戻りください。先ほど、ほぼすべての項目が削除となったとお伝えしましたが、

上から１行目から５行目まで利用権設定等促進事業の経過措置についての記述が

あります。そして、削除となった項目の代わりに第５の１として、地域計画につ

いて話し合う協議の場の設置の方法や、その協議を踏まえて作成する地域計画の

区域の基準、農地中間管理事業等に関する事項についての項目が明文化されたと
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いう形になります。最後になりますが、２０ページをご覧ください。第５の３の

（３）のその他の委託を受けて行う作業の実施の促進に関する事項が新設となり

ました。こちらは、農作業の受委託の推進、農業委員会、農地中間管理機構、農

業協同組合による農作業の委託のあっせん、農業協同組合自らが委託を受けて農

作業を行う取組等を記述しております。説明は以上となります。 

 

議  長（杉山秀明君）ただいま説明がありました。これより質疑に入りますが、あり

ませんか。 

 

農業委員（奥 山 博 君）今、説明があってですね、ルールの部分部分に言い及ぶことは

ありませんけれども、令和５年４月１日からの法の改正による見直しなんだと、

これはわかります。そして、施行が９月からであるということの話がありまし

たけども、農業委員会の意見を聴取したのちのスケジュールというのはどうい

う形で進んでいく予定でございますか。 

 

農林畜産課主事（沢目郁実君）農業委員会さんの方で意見聴取させていただいて、令和５年７月

２６日までに上北地域県民局の方に提出させていただいて、その後、県と国とも

調整していく流れになっていました。 

 

議  長（杉山秀明君）その他にありますか。 

 

議  長（杉山秀明君）地域計画、１０年後の農業のいわゆるビジョン策定します。そ

の段階で私達は農業委員会として、目標地図の素案作りに着手します。令和７

年３月まで。その間、アンケートとったり、集落座談会を色んなところでする

んですが、色んな活動をする段階で人員の不足あるいは経費の不足等が生じ場

合にはどうすればいいんですか。 

 

農林畜産課主事（田嶋裕紀君）今現在、地域計画策定の準備の段階におきましては、今のとこ

ろ農業委員会及び農林畜産課の方で合わせてそちらの方作成していくことにな

るんですけども、その中で経費の不足と言いますか、予算の方をまず作ってお

りませんので、通常の予算の範囲内で行う形になるかと思われます。人員の不

足については、今のところアンケートを農業委員会さんの方に委託させてもら

って、農業委員会さん主体で現在アンケート調査を行って意向調査の方まとめ

ておりますけども、今の段階で人員の不足するような事態になるものとは考え

ておりませんでした。 

 

議  長（杉山秀明君）この間の全国農業委員会会長会議の時にある方から質問があって、

地域計画の着手について、今言ったようなことが質問されました。その日は農林

水産省大臣が来ていました。その時に大臣の答弁は、いわゆる経費が不足した場

合は申請してくださいと。農林水産省で補ってあげますよという答弁がありまし
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た。今言ったのは、官庁のところの話なのか十和田市の農林畜産課まで届いてい

るのかということを、今実は確認をしたくてお話しました。 

 

農林畜産課主事（田嶋裕紀君）私共末端の方には、全く話はきておりません。 

 

議  長（杉山秀明君）そうなった場合には、またそれなりに考えるということでいい

ですか。 

 

農林畜産課主事（田嶋裕紀君）はい。 

 

議  長（杉山秀明君）あと質問はありますか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしということなので、お諮りいたします。本件を原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第２１号は承認することに 

決定いたしました。 

 

議  長（杉山秀明君）次に、議案第３７号を上程いたします。事務局から提案理由の 

説明をいたします。局長。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）３４ページをお願いします。議案第３７号、十和田市農地利用最

適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の一部を改正する規程の制定につい

て。十和田市農地利用最適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の一部を改

正する規程を別紙のとおり制定する件です。３５ージです。十和田市農地利用最

適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の一部を改正する規程。十和田市農

地利用最適化推進委員の候補者の選考等に関する規程（平成２８年十和田市農業

委員会訓令第１号）の一部を次のように改正する。３６ページです。新旧対照表

です。この規程は、十和田市農地利用最適化推進委員の候補者の選考等について

定めたものですが、令和５年７月２０日に控えている委員の改選を機に規程にあ

る地区名について、旧十和田湖町地区の表記を十和田湖地区に改正するものです。

３７ページです。様式第１号及び様式第３号中、丸印を削るものであります。手

続きの簡素化を図るため、同規程に定める様式第１号及び第３号様式中の押印を

不要とするため、丸印を削除する改正を行うものです。施行期日は公布の日です

が、区域名の変更については令和５年７月２０日となります。以上です。 
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議  長（杉山秀明君）これより質疑に入ります。ありませんか。１７番。 

 

農業委員（力石堅太郎君）１７番、力石です。なぜ今この総会なのか、次の新しい人が集

まった８月の総会でもいいんじゃないかと。なぜ今のこの総会でこれをやらな

ければならないのかという理由を聞きたいです。 

 

事務局長（櫻田修一郎君）お答えいたします。この地区名の改正につきまして、先般、農

地利用最適化推進委員の選考委員会を開いた時に、その場に出席いただいた選

考委員の方から、合併してから１０数年経っているが、未だに旧十和田湖町と

いう地区名を使っている。これは、一緒になったという一体感がないのではな

いかというご指摘がありましたので、そのとおりだなと事務局の方でも受け止

めて、こういった旧十和田湖町地区という表現を改め十和田湖地区としたいと

考えたところであります。今こちらの１４日、皆様の最後の任期の総会にかけ

た理由ですけれども、新たに委員になられた皆さんが地区を担当していただく

時に、３度目の改選になるわけですが、新しいスタートを切るのに合わせてこ

の地区名を、新たに十和田市と一体となった十和田湖地区という名称に変えて

進めさせていただきたいなと思いまして、この場に上程させていただいたもの

でございます。以上です。 

 

農業委員（力石堅太郎君）納得はしていないけど、ただなぜ今の時期かというのがちょっ

と理解しがたいなと思ってました。とりあえずこの答弁で良しとします。 

 

議  長（杉山秀明君）よろしいですか。９番。 

 

農業委員（奥 山 博 君）９番、奥山です。この説明の中にあってですね、３７ページの

１番の上段に様式中における丸印を削るとこういうことでございます。実は私

自身、農林水産大臣名で文書をもらった時は名前が印がなかったわけです。す

なわち、行政等における印の必要性や不要というその区分はどこにあるか。要

するに申請でも印はいりません。あるいはこれは必要ですという基本的な考え

方、スタンスはどこにあるかということをお知らせください。役所の中にあっ

ても、印鑑がいらなくなったんだよと、あるいは必要だという区分があるわけ

ですけれども、そこの区分というのはどこで分かれるか。どういうのは基本的

には必要なのか。例えば農協であれ役所であれ書類の申請時は必ず印が必要な

ものだという考え方の基にあってきたんだけど、最近は市役所の中であっても

これは印鑑が不要になんですよ、そのようになりましたよということがあるん

だけど、その必要な時、不必要な時、この区分はどこにあるのかということで

す。 

 

振興係係長（苫米地慶君）お答えします。今、手元に、正式に総務課等から出されている

書類がないですが、簡単に言いますと申請書等に関しての印は不要になってい
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ますが、例えば領収書、契約書、同意等に関する承諾書等に関しては、印はそ

のまま残ります。それ以外、ただ何かもらうために出すような申請書等の印は

不要になっておりますので、今回この様式につきましても推進委員の応募に使

う書類ですが、同意書については印が残っています。ただ申し込みます、応募

しますというところの印に関しては削除するという流れになっています。以上

です。 

 

議  長（杉山秀明君）よろしいですか。 

 

農業委員（奥 山 博 君）了解。 

 

議  長（杉山秀明君）その他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認 

することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（杉山秀明君）ご異議なしと認めます。よって議案第３７号は承認することに 

決定いたしました。 

 

議  長（杉山秀明君）以上で、今総会に付議されました議事は全て終了いたしました。

これをもちまして、令和５年度第４回十和田市農業委員会総会を閉会いたします。

誠にありがとうございました。 

 

閉会 午後２時５３分 

 

 

 

 


